
令和 6 年度 KABSE 学生研修会 

１．内容 

就職活動を控える学部生，修士学生，高専生を対象に道路や橋梁をはじめとした社会基盤整備の重

要性・現状・今後の展望について，建設会社，建設コンサルタント，橋梁メーカー，官公庁，鉄道など

で活躍する若手・中堅技術者に講演をして頂きます．各業界での実務内容，社会に対する建設系技術者

としての役割やこれから社会へ羽ばたく学生の皆さんへのメッセージがメインテーマです． 

 

２．主催 

 一般社団法人 九州橋梁・構造工学研究会（KABSE） 

 （一般社団法人九州地域づくり協会の支援を受けています．） 

 

３．日時 

 2024 年 10 月 19 日（土） 

第Ⅰ部：13:00 ～ 15:45 第Ⅱ部：15:55 ～ 16:50 第Ⅲ部：17:00 ～ 18:20 

 

４．開催方法 

 対面（第Ⅰ部・第Ⅱ部のみオンラインを併用） 

第Ⅰ部・第Ⅱ部：九州大学伊都キャンパス ウェスト 4 号館 2 階 中講義室 

  第Ⅲ部：九州大学伊都キャンパス ビッグどら 

 

５．定員 

 対面会場：80 名，オンライン：80 名（福岡県外在住者を優先） 

 

６．参加費 

 第Ⅰ部 ・第Ⅱ部  無料 

 第Ⅲ部   3,000 円 （飲食代含む） 

 

７．第Ⅰ部 講師による講義 

 13:00 挨拶 KABSE 運営委員会委員長  渡辺 浩 

 13:05 九州旅客鉄道株式会社   森 勇樹 氏 

 13:30 大成建設株式会社    坂井 徹  氏 

13:55 三井住友建設株式会社   越智 尚美 氏 

14:20 休憩 

14:30 JFE エンジニアリング株式会社  山﨑 航希 氏 

14:55 国土交通省九州地方整備局   神薗 宏美 氏 

15:20 大日本ダイヤコンサルタント株式会社 田邨 拓海 氏 

 

 

 



８．第Ⅱ部 グループディスカッション 

建設土木の未来についてグループディスカッション形式で講師を交えて話し合ってもらいます．立

場の異なる人の意見を通して，学生自身の視野が広がり業界や学生自身の将来を見つめなおす機会

となることがねらいです． 

 15:55 開会・実施要領の説明 

 16:00 グループディスカッション(1) 

 16:25 グループディスカッション(2) 

 16:50 閉会 

 

９．第Ⅲ部 交流会 

第Ⅰ部・第Ⅱ部で疑問に思ったことや直接でないと聞きづらい疑問などを，講師の方々に個別に質

問することができ，土木業界に対する疑問や就職活動に対する不安などを少しでも解消できる機会

となることがねらいです． 

 17:00 開会 

 18:20 閉会 

 

１０．申込・問い合わせ先 

下記 QR コードか URL から参加フォームにアクセスし，①氏名，②所属，③学年，④所属研究室，

⑤参加方式（対面 or オンライン），⑥参加したい部（第Ⅰ部，第Ⅱ部，第Ⅲ部），⑦学生会員番号，⑧

メールアドレス，⑨自由記述：本研修会で知りたいこと等を記載してください（④は研究室配属済みの

方のみ，⑦は KABSE 学生会員の方のみ記入）． 

 申込期限は 10/10(木) です． 

 対面で第Ⅰ部・第Ⅱ部・第Ⅲ部ともに参加の場合，交通費の一部を補助する予定です． 

 当日，任意で KABSE の学生会員として登録をお願いする予定です． 

 

 【問い合わせ先】 

 一般社団法人 九州橋梁・構造工学研究会 事務局 進野久美子 

 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前 4-11-19 博多駅前パークサイドビル 2F 

 TEL：092-292-4668 Email：jim@kabse.com 

 

【参加フォーム】 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd2_hE_vJm8ZAIOg7LynQgEtrJBx4R03mIt1DGG_dVDvgaf4w

/viewform?usp=sharing 



【講師の紹介】

問合せ先： 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前4-11-19 博多駅前パークサイドビル2F 一般社団法人 九州橋梁・構造工学研究会
KABSE事務局 TEL：092-292-4668 Email：jim@kabse.com

一般社団法人 九州橋梁・構造工学研究会
KYUSHU ASSOCIATION FOR BRIDGE AND STRUCTURAL ENGINEERING

森 勇樹 氏 越智 尚美 氏坂井 徹 氏 山﨑 航希 氏 田邨 拓海 氏神薗 宏美 氏

九州旅客鉄道(株) 大成建設(株) 三井住友建設(株) JFEエンジニアリング(株)
国土交通省

九州地方整備局
大日本ダイヤ

コンサルタント(株)

日 時
令和 6年 10月 19日（土）

13:00 ~ 18:20

開 催 方 法
ハイブリット
（対面・オンライン）

対 面 会 場
九州大学 伊都キャンパス

ウェスト4号館2階 中講義室

学 生 研 修 会
未 来 の 懸 け 橋 へ

○主催：一般社団法人 九州橋梁・構造工学研究会
(一般社団法人九州地域づくり協会の支援を受けています)

○定員：【対面】先着80名

【オンライン】先着80名（福岡県外在住者を優先）

○服装：自由

○会費：【第Ⅰ部、第Ⅱ部】無料

【第Ⅲ部】3000円（飲食代含む）

○申込方法：右記のQRコードより、必要事項を

記入の上、お申し込みください

○申込締切： 10月 10日（木） 参加フォーム

写真：牛根大橋（KABSE40周年記念写真コンテスト応募作品）

グループディスカッション

【研修会プログラム】

研修会第Ⅰ部
土木業界について学ぼう！

第Ⅱ部
土木業界の未来を考えよう！

15:55～16:50

13:00～15:45

第Ⅲ部 交流会
17:00～18:20

※第Ⅰ，Ⅱ部のみオンライン参加可能
第Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ部すべて参加の場合，交通費の一部を補助予定



令和 6 年度 KABSE 学生研修会の開催報告

広報活性化小委員会

 令和 6 年度の KABSE 学生研修会を 2024 年 10 月 19 日（土）に九州大学伊都キャンパスにて

開催した。本研修会は平成 18 年度より毎年開催しており、今回で 19 回目の開催となる。昨年度

と同様に対面とオンラインのハイブリッド開催とし、九州大学伊都キャンパスビッグどらにて

懇親会も開催した。

 学生研修会は今後就職活動を控える学部生、大学院生、高専生を対象とし、道路や橋梁をはじ

めとした社会基盤整備の重要性・現状・今後の展望について、民間企業や官公庁等で活躍する技

術者の講演を柱の一つとしており、これから社会へ羽ばたく学生へのメッセージをメインテー

マとしている。今年度は各業界で活躍されている 6 名の講師に登壇いただき、各業界の仕事の概

要や流れ、仕事のやりがいとキャリアパス、土木工学と業務との関連、導入されている新技術、

海外での業務、業界の未来等、多岐にわたる内容について講演をいただいた。

また、本研修会では九州内の学生相互のネットワークを構築し、土木建設業への関心を高めて

もらうことで将来の九州の若手技術者の連携を踏まえた人材育成も目的の一つとしている。そ

こで、各大学から計 11 名の学生に学生委員として運営に参画してもらい、本研修会の企画と運

営を委員と共に担い、参加学生にとってより有益となる研修会になるよう努めた。

 研修会は第Ⅰ部～第Ⅲ部で構成されるが、第Ⅰ部（13:00～15:20）でははじめに運営委員長の

渡辺浩先生（福岡大学）より KABSE の概要や取り組みについて紹介いただき、続いて 6 名の講

師に講演いただいた。第Ⅱ部（15:55～16:50）では、建設業界の今後や人手不足の解決策等の特

定のテーマに関する講師と参加学生によるグループディスカッションを実施した。6 つのテーブ

ルに講師が分かれて着席し、参加学生が希望する講師のテーブルに集まって模造紙と付箋を活

用した意見交換を行った。近年の学生研修会の第Ⅱ部ではパネルディスカッション形式が多く、

グループディスカッション形式は初めての試みであったが、講師と参加学生が近い距離で熱心

にディスカッションする様子が見られた。第Ⅲ部（17:00～18:20）では講師と参加学生による立

食形式の懇親会を開催した。昨年度に続く開催となったが、社会人と学生だけでなく学生同士の

活発な交流があった。

 参加者数は学生 79 名（学生委員 11 名含む）、社会人 23 名（講師 6 名、委員 13 名、その他 4

名含む）であり、ハイブリッド開催としたことで遠方の学生にもオンラインで気軽に参加しても

らうことができたと考えている。研修会終了後に参加学生を対象に実施したアンケートでは肯

定的な意見が多かったが、今回新たに実施した第Ⅱ部では講師との意見交換の機会を増やして

ほしいという回答が半数程度あり、また、ディスカッションの時間が短いといった意見もあった。

以下にアンケートでの研修会に関する意見・感想をいくつか紹介する。

●とても素晴らしい講演をありがとうございました。私は、土木について曖昧なイメージをも

っていましたが、地図に残るとてもやりがいのある仕事だということを学びました。今日の

講演で、土木について興味を持ちました。本当にありがとうございました。



●今まで他の大学の土木の学生と関わる機会があまりなかったので新鮮だった。交流会やグ

ループディスカッションの時間がもう少し欲しかった。

●私は今まで学校に来てくださり説明してくださる機会でしか職種や企業のことを知る機会

がありませんでした。先生からの紹介で自分の気になっている企業もあることからこの説

明会に参加しましたが、これまでとは違いより詳しくかつ様々な企業や職種の特徴を知る

ことができました。今回得たことはこれからの進路の参考になるとても充実した時間でし

た。

●第Ⅱ部のグループディスカッションについて、1 グループの人数がもう少し少ないほうが、

話し合いが活発にできたと思う。

本研修会を通じて参加学生たちが社会に巣立ち、九州を中心とした若い世代のネットワーク

が広がることを期待し、今後も学生のキャリアプランや就職活動に対して有益な情報を発信し

ていきたいと考えている。

最後に、登壇いただいた講師各位、会場を提供いただいた九州大学の関係各位、その他ご協力

いただいた関係各位に深く感謝したい。また、昨年度に続き一般社団法人九州地域づくり協会に

支援をいただいた。重ねて謝意を表する。

写真-1 第Ⅰ部の様子（森氏による講演）  写真-2 第Ⅱ部の様子（越智氏のテーブル）

 写真-3 第Ⅱ部の様子（神薗氏のテーブル）    写真-4 第Ⅲ部の様子（懇親会）



図-1 学生研修会ポスター（学生委員作成） 



以下に出席者の推移とアンケート結果（回答数 54）を示す。

図-2 第Ⅰ部出席者の推移（2013～2024 年）

         (a) KABSE の認知度                   (b) 参加に値する企画であったか

(c) KABSE とのつながり（複数回答可）  (d) 参加の動機（複数回答可）

(e) 今後希望するイベント（複数回答可）

図-3 アンケート結果
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表-1 講師一覧

表-2 運営メンバー一覧

所属 氏名

三井住友建設(株) 越智尚美 氏

国土交通省九州地方整備局 神薗宏美 氏

大成建設(株) 坂井徹 氏

大日本ダイヤコンサルタント(株) 田邨拓海 氏

九州旅客鉄道(株) 森勇樹 氏

JFEエンジニアリング(株) 山﨑航希 氏

所属 氏名 所属 氏名

九州大学 玉井宏樹 宮崎大学大学院 井上敦司

前田建設工業(株) 青柳貢司 九州大学大学院 岩永莉子

(株)鴻池組 浅井博海 福岡大学大学院 牛田潤

川田建設(株) 石田大 熊本大学大学院 大塚彩未

九州旅客鉄道(株) 石橋誠司 九州大学大学院 木元周

八千代エンジニヤリング(株) 川崎啓史 福岡大学 久多良木優希

鹿島建設(株) 北崎伸二 長崎大学 久保拓真

(株)建設技術研究所 絹川遼 九州工業大学大学院 香戸瞭太朗

港湾空港技術研究所 小池賢太郎 佐賀大学大学院 田平龍之介

福岡大学 下妻達也 鹿児島大学大学院 松岡成智

(株)富士ピー・エス 畠山繁忠 長崎大学大学院 宮田涼佑

大日本ダイヤコンサルタント(株) 原田樹菜

鹿島建設(株) 福永義行

長崎大学 山口浩平

九州大学 楊沐野

学生委員委員
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